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ACl・'othamnion属は1892年J.AGARDHによって設立されて以来現在までに A.preissii

(S01'DER) WOLLASTON， A. butleriae (COLLI1'S)KYLIN及び A.arcuatum WOLL-

ASTO:-Jの三種が知られている。本邦に於ては A.preissii (A. pulchellumとして〉が白

浜 (TOKIDAand INABAl))および和具 (INAGAKI均等でヒラクサの藻体上に生育する事

が知られている。さらに筆者の調査により種子島でヒラクサの藻体上に，佐多岬ではチヤ

シオグサの藻体上に生育している事が確認された。また筆者は1967年奄美群島最南端の与

論島に於て採集したユカリの藻体上に A.butleriaeと思われるものを発見した。

A.p月 issiiの四分胞子体及ぴ与論島で採集した日本新産種と思われる A.butleriaeの

二種について報告する。

本文に入る前に本研究に有益な助言と援助をいただいた鹿児島大学回中剛博士に深く感

謝する。

Acrothamnion preI8sii(SONDER)W OLLASTON本種の同定は主としてWOLLASTON3)

によった。本種の S抑0閣目yms と考えるものに Cω'alμli伐f抱tha押m仰~材;双沼川niω0仰njρ~r，吋ûωs符siμSONDER An肋れ，t幼h-
amnion p何何n官悦is.お'si“iDe TONI Callitha1 
ellルum唱 (HARVEYη)J. AGARDH. Antithamnion te門ninaleINAGAKIがある。植物体は

鮮紅色，繊細にして1.5-2.0cm高い;主枝は筒旬し，主枝の各細胞の下側より数本の仮根

を出し他物に付着する。仮根の直径は約18μ，通常分校する事なく，先端で数本に分枝し

掌状又は盤状を成す。主枝の直径約50μ 太く，その細胞は直径の約4倍長い。側技の各細

胞の上部側面より対生する羽枝を出し，羽枝の基部細胞は約21μ 広く151'長い長方形，羽

枝は9-12個細胞程度長い。羽枝の先端には腺細胞を有し，腺細胞は澄黄色，約21x15ρ 大

きい。全ての羽枝は上方に湾曲する。これら一対の羽枝に対して直角に他の羽校が1-2本

形成されるがこの羽枝は前記の羽校に比較して小さく禾発育のままで生育が止まる。羽帳

は5-8個細胞長い小羽枝を対生し，一般に側枝の下部にある羽枝よりも上部にある羽枝程

小羽校を多く有する。四分胞子裂は羽枝の基部細胞の上側が指状に突起を出し，その上に
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Fig. 1 Acrothamnion p開 issii(SONDER) WOLLASTON 

Axial cel¥ bearing whorl of opposite two major branchlets and one minor branchlet. 

x177 

形成される。十字状に分割U，球形又は楕円形， 66-69 x 57-63μ 大きい。精子器，雌性生

殖器は不明。

和名:クジャクノハネモ
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産地・・鹿児島県種子島， 19ω年8月採集。

(標本は鹿児島大学水産学音階物学教室に保管， No.19701) 

筆者が観察に用いた種子島震の標本では四分胞子裂を有する個体が数個体見られた。本

種の四分胞子裂については TOKIDAand INABAl)がオーストラリア産の標本について，

INAGAK仰が本邦和具産の標本 (Antithamnionterminaleとして〉についてそれぞれ記

載しているが筆者の観察結果とは幾分異なっている。筆者の標本では四分胞子愛は羽枝の

基部細胞の上側(Adaxialside) より形成された指状突起より作られ， 乙の指状突起は羽

枝の基部細胞より切り離される事はない。乙の事はWOLLA訂 ON3)が用いたオーストラリ

ア産の標本の記載と一致する。しかるに TOKIDAar叫 INABAl)の用いたオーストラリア

産の標本 (Alg.Austr. Exsicc. No.539D)では四分胞子裂は羽枝の基部細胞の上側に直接

形成され，四分胞子袋は無柄とあるだけで基部細胞の指状突起に形成される事については

記載がなく，またその図σig.11)から判断する事も出来ない。この事について WOLLAS

TON3)は TOKIDAand INABAl)の用いたオーストヲリア産の標本は同女史の用いた標本

の観察結果とは異なっていることから TOKIDAand INABAl)の用いた標本は A.preissii

とは別種ではないかと憶測している。また四分胞子裂を有する羽枝は四分胞子嚢を保護す

るかの様に四分胞子褒を臨む様に幾分屈

曲すると TOKIDAand INADAl)は記載

しているが筆者の用いた種子島産の標本

ではこのような事は全く認められない。

また， L"IAGAKIのは Antithamnion

terminaleの四分胞子褒について記載と

共に図を与えているが，四分胞子裂は羽

枝の基部細胞の上側(Adaxialside)に形

成された→困細胞より成る柄の上に 1-

2個形成されている。四分胞子褒が 1個

の基部細胞より 2個形成される事は極め

て稀に認められるが四分胞子褒を有する

突起が羽枝の基部細胞より切り離された

ものについは筆者の知る限りでは全く Fig. 2 Acrothamnion preissii (SOXDER) 

知られていない。いずれにせよ TOKIDA WOLLASTON 

and INABAl)及び INAGAKJ2)の用いた標 Tetrasporangia borne on upward 

本の四分胞子裂の形成過程及びその形態 protrusions of basa¥ cells of pinnae 

については今後の研究を待って検討した (minor pinnae are not figured). 

1r'o x 257 

Acrothamnion butleriae(COLLINS)KYLIN本積の同定は主として KYLIN8)によっ

た。本種の Synonymsと考えるものに Antithamnionbut/eriae COLLINS仰のがある。
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植物体は暗紫色，繊細. 21J11J1程度高い。主枝は節句し，主枝の各細胞の下側より 1本宛

の仮根を出し他物に付着する。仮根は9-12μ 太く，分校する事なく，その先端は盤状又は

準状に分校する。主枝の直径30-40μ，その細胞は上側より仮根に対して対生する様に側

枝を形成し.iJliJ枝の基部の直径は主枝の直径とほぼ同じである。側枝の各細胞の上部側面

より対生する羽枝を形威し，羽枝は5-9個細胞程度長い。羽枝の先端には腺細胞を通常形

Fig. 3 Acrothamnion butleriae (COLLINS) KYLIN 

A. apical p町 tof the plant. x 300 
B. middle part of the plant. x 210 
C. apical part of pinna showing single gland cell and branched apical pinnula. X 325 
D. lower part of the plant. X 210 
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成し，稀に腺細胞を有しないものがある。腺細胞は黄緑色，卵円形で15x12μ 大きい。羽

枝の基部は18-21μ太く，基部細胞は長方形， 12-15 X 6-121/大きい。羽枝は2-5個細胞よ

り成る小羽枝を対生する。一般に側枝の中部より上にある羽枝程小羽枝の数は多く，側

枝の下部のものは通常羽枝の最先端細胞より形成された一対の小羽枝を有するのみであ

る。小羽枝の先端細胞は尖っておる。小羽校は一般に分枝しないが極めて稀に羽枝の下側

(Adaxial side)最先端部にある小羽枝に限って1-2細胞よりなる枝を有する事がある。

生殖器は不明。

和名:ヒメクジャクノハネモ(新称)

産地:鹿児島県与論島， 1967年8月採集。水深10m付近に生育するユカリの藻体上に

Antithamnion percu庁 'ensと共に生育。(標本は鹿児島大学水産学部植物学

教室に保管， No. 19702) 

分布:Jarnaica， Barbados. 

本種は体制が簡単で Acrothamnion属の中では最も下等な音l瀬に属すると思われる。

特に側枝の各細胞より対生する一対の羽枝を形成する事及び腺細胞を羽枝の先端部に有し

ないものがある事等は本種が Antithamnion 属に最も近い関係にある種である事を思わ

せる。

Summary 

Two southern Japanese species of genus Acrothamnion (Cerarniaceae) are described. 

They are A. preissii (SONDER) WOLLASTON and A. butleriae (COLLlNS) KYLlN. 

The several tetrasporangia-bearing specimens of A.preissii， that were found as an 

epiphyte on Beckerella subcostatum (OKAMURA) KYLlN， were collected from Taneg-

ashima， southern Japan. The tetrasporangia are always formed on. the thumb-like 

protrusions of the basal most cell of the pinnae. This finding agree quite well with 

wollaston's descriptions and figures on the specimens from southern Australia， but it 

differs from Tokida and Inaba's description and figure on the Harvey's specimens 

(Alg. Austr_ Exsicc. No_ 5391方.Furthermore， Inagaki made a descriptive study of 

the tetrasporangia of Antithamnion terminale， which was treated later as S}・nonyrnous

with Acrothamnion pulchellum. A critical observation by the present writer showed 

that the tetrasporangia of Inagaki's material are pedicellated and the pedicells are entirely 

cut off from the basal cell. Thus the present southern Japanese specirnen differ to a 

large extent from his observations. 

A. butleriae (COLLlNS) KYLlN is new to the Japanese water and also it might 

have never been described from the Pacifjc areas. The present southern Japanese 

rnaterial is growing as an epiphyte on the margins of the frond of Plocamium telfairiae 

associated with Antithamnion percu庁 'ensin the lagoon of the north end of Yoron Island_ 
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